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　残暑厳しい晩夏の午後、日本橋川の船着場「滝の広場」
に集合した見学者一同を乗せ、クルーズ船が出発。
　日本橋、常盤橋と常磐橋、鎌倉橋などを、その名の由来
を解説してもらいながら次々とくぐって船は進む。普段見
られない橋の裏側の構造に目を奪われつつ、沿岸に残る
石垣に江戸時代のすぐれた土木技術を感じる。当時、重い
ものを運ぶのに最適だった水運は、重要インフラとして江
戸の町とともに発展した。一ツ橋、俎橋などを経由して三
崎橋を過ぎると神田川に合流、ようやく首都高の高架下を
外れ、頭上が開ける。神田川沿いの下町情緒を味わいつ
つさらに進むと、船は隅田川へ。合流地点からは東京スカ
イツリーが間近に見え、見学者から歓声が上がった。川幅
の広い隅田川では両国大橋・新大橋などの大きな橋を船
上から見学、最後は清洲橋越しにスカイツリーを撮影し、
再び豊海橋から日本橋川を通って出発地点に戻り、クルー
ズは終了となった。

　東京土木施工管理技士会では、社会資本整備への理解促進を目的として、一般の方々を対象とした土木見学
会を開催しています。このイベントを通じ、土木の施設や技術に対する関心を高め、インフラ施設の重要性を感
じていただきたいと考えています。今回は「未来と歴史を巡る日本橋土木ツアー」と題し、船上と展示スペースで
の見学を実施しました。

未来と歴史を巡る日本橋土木ツアー～神田川クルーズと首都高地下化で学ぶ都市の進化～

■ 日 時 ： 2025年8月26日（火）　■ 見学時間 ： 13：40～16：30　■ 参加者 ： 41名
■ 協 力 ： 首都高速道路株式会社／株式会社東京湾クルージング

一般向け 見学会を行いました

小規模な橋から巨大な橋まで、日本橋川・神田川などに架かる様々な橋を見学

まないた

Doboku information

江戸時代の重要インフラ
日本橋川に残る歴史的構造物を見学



Tokyo Civil Engineering Works Execution / Managing Engineers Association

Vol.103 11

　クルーズ船を下りた見学者一行は、同じ日本橋にあるプ
レゼンテーション拠点「VISTA」に移動。
　VISTAは、首都高速道路（株）・三井不動産（株）・東京建
物（株）・東急不動産（株）が合同で運営し、日本橋上空を通
る首都高速道路日本橋区間地下化事業と日本橋周辺のま
ちづくりをPRする施設で、映像やパネル、立体模型などで
この一大プロジェクトの概要を説明している。
　見学会では、首都高速道路（株）担当者が「そもそもなぜ

　金融・商業・賑わいの中心地として、江戸時代からの歴史を持つ日本橋には、かつては水運で栄え、人や物資が盛んに行き
交う結節点としての一面があった。そして昭和の高度成長を経てビジネス街として成熟した現在、国家戦略特区の都市再生
プロジェクトに位置付けられ、大規模な再開発によって大きく生まれ変わりつつある。その先に、首都高の高架が消え
陽光が降り注ぐ明るい日本橋がある… そんな経緯と展望を感じることができた見学会だった。

【一般参加者アンケート（抜粋）】
・クルーズガイドの方の説明を通じて、普段何気なく使っている言葉や地名の由来を初めて知り、
大変勉強になりました。

・ VISTAでの首都高速の説明は非常にわかりやすく、工事がここまで進んでいることを初めて知
りました。

・長年親しまれてきた道路がなくなるのは寂しいですが、新しい形で街が生まれ変わり、持続して
いく姿に希望を感じました。

・都市の密集地域に、これだけの高層ビルや上下に張り巡らされた網目状の地下構造の中で
　道路を整備するという、巨大プロジェクトのスケールに圧倒されました。

首都高は河川の上に建設されたのか」「日本橋周辺の再開
発が本格化するのに合わせ、首都高も地下化して新たな
まちづくりに参画している」「地下化する首都高のルート
は地下鉄や既存インフラの間を縫うように掘進する必要
があり、難易度が高い」といったことを展示物を交えて解
説。部屋の窓が開くと、目の前にまさに現在の日本橋を
覆っている首都高の高架が見えるしかけが作動し、見学者
一同息を呑んだ。首都高の地下化完了は2035年度を予
定しており、2040年度には高架が撤去されて日本橋に空
が戻るという「未来」が提示され、期待感が高まったところ
で見学会は解散となった。

上／神田橋JCT～江戸橋JCT間の地下
ルート整備イメージ（提供：首都高速道
路（株））

左／首都高速道路地下化事業の説明を
受ける

右／ビル3階にあるVISTAの窓が開く
と、眼前に首都高の高架が見える

日本橋に空を取り戻す！
首都高地下化と再開発を学ぶ

神田川クルーズとVISTAを見学して


